






1.研究目的

　経口避妊薬服用中止後における性機能は,その回復にある程度の期間を要す

ることが知られている。(1)したがって,経口避妊薬中止直後の時期における妊

娠の成立,あるいはその妊娠による胚仔が何らかの影響を受けること,とくに胚

仔の発育障害や奇形の発生が懸念されている。本研究ではこれらの諸点を明ら

かにする目的で,現在経口避妊薬として一般に使用されている ethynodiol

diacetate と mestrano1 の合剤の妊娠前の投与が,投与中止後の妊娠および胚

仔に及ぼす影響を検討した。


